
りったいこう

または第 6 条(調整の実施に よる定款変更等の認可)の規定に

より認可を受けたときは， 地方鉄道法・軌道法 ・ 道路迎送法ま

たはこれに基づく命令による免特約 . f許認可を受けたものとみ

なされる(第 9 条)。地方公共団体が制整の~施により 会社の株

主 ・ 債権者ーとなりまたはその会社に事業の管浬を委託したとき

は， 当該地方公共団体の職員はその会社の役員となることがで

きる(第 7 条)。制整災施の際の登録税およひ.地方税は減免され

る(第 8 条)。

3 本法にも とづく命令川陸上交通事業調整法施行令

(11有利 1 3 年iWJ令第 5 17 号 )0 (2) 陸上交通事業調整法施行規則

(1昭和 13 年鉄道省内務省令鈎 l 号) 0 (3) 交通事業訓盤審議会

令引昭和 13 年iWJ令第 543 号)。ー」交通llí業の調盤。交通事業

自動車の発達につれて高速自動車道路，主要幹線道路では立休

交差が袈求される ようにな った。この場合道路相互間の迎絡を

考慮して 2 斜路， 3 斜路， 4 斜路(クローパーリー フ)， T 型(ト

ラ γベッ ト)， y 型な どの迎給方法がとられている。(写真ー 1

は米国デト ロ イト市の高速自動車道路の立体交差点で，もっと

も近代的設計のも のであ る)。

2 道路と線路との交差

道路の交通iii:が多い場合，ならびに線路の列車回数あるいは

入換作業などによる道路の支障時分が長い場合は，道路交通の

支障が大きく ， かつ危険であるので， 立体交差とすることが望

ましい。道路と線路との立体交差にはつぎの方法がある。 ( 1 )

道路上げこし (street el evation) ， 道路を高上する (2) 線路

上げこし (track e levation) ，線路を高上する (3) 道路下げこ

し (st reet depression) , 道路を低下する (4) 線路下げこし

(track depress io n) ， 線路を低 Fする (5) 線路分担上げこ し

(partial track e l evation) ， 線路をある高さだけ高上し，道路

はある高さ低下する (6) 線路分担 Fげこし ( partial track 

de pression) ，線路をある高さだけ低下し道路をある高さだけ

13上する。このほか跨線橋 ・地下道を設けて歩道のみを立体交

差とすることもある。これらのうち， どのブゴー法がよし、かは地形

・ 地質等によって支配され一概にはいえないが，道路を上下す

る方が工事政は- . IJ , . ! 

般に安い。市街地

などで連続して線

路を上げこしし，

街路訴と の立体交

差をなすものがifii

斜線であり ， 述統

して線路を下げこ

ししたものが地下

鉄道である。立体

交差の構造は一般

の総梁とほとんど

問機であるが， 鉄

道総は閉床(道床 2 線路と総路と の立体交差

式)が望ましい。 これらの場合， 橋梁下に道路または鉄道の交

通に必要なさ主政 (cl ear head) を取らなければならぬことはいう

までもない。

3 線路と線路の交差

本線路が停車場外で他の本線路，または他の鉄道軌道と交差

する場合は，特殊の場合を除いて立体交差と しなければならぬ。

また停車場内においても巡転回数の多い本線路， 主要な 0111線が

交差する場合は互に支障をさけるために立体交差とする。一般

には列車回数の多い本線路と交差して他の木線路を停車場情内

に吸入れる場合，巡転回数の多い機回線 ・ 通路線が列車回数の

多い本線路と交差する場合，際回線 ・ 通路線が入換回数の多い

引上げ線 ・ ハンプのjlj\ し上げ線などと交差する場合などは立休

交差とすることが多い。立体交差の精進は普通の橋梁と同機の

構造てeあるが， 停車場刷、内，あるいは停車場の近く で交差する

場合は配線の関係上， その交差角度がはなはだしく小さ く なる

場合が多いので， 特殊な構造となる。しかし交差角度の小さし、

ことは橋梁の設計施工上不利なこ とが多いので，慎重な検討を

裂する。

線路を立休交差 とする場合は， 一方の線路を下げこしし， あ

るいは相方を ~~ï上 ・ 低下しなければならないので， 当然勾配が

伴なうが， 本線路にあ ってはもちろん区間の制限勾配を越えて

都~~在若手議会。(石川武徳)

り っ たいこうさ 立体交差 (英) vertical crossing , overhead 

crossing (&l!) Uberf�rung od. Unterführung, Kreuzung 
in verschiedenen Ebenen (fム) croisement vertical 

道路 ・ 鉄道または軌道の線路が立体的にj凡なった平関上にあ
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